
き
ま
す
。

老
化
や
が
ん
を
予
防
す
る
た

め
、
自
分
の
体
内
状
態
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
い
つ

も
若
々
し
く
、
健
康
な
人

歩
み
た
い
も
の
で
す
。

Ａ

生
識

¨
締

翌

“

ろ
が
吸
っ
た
酸
素
の
２
％
は
、

体
内
で
議
性
の
強
い
活
性
酸
素

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち

の
細
胞
や
組
織
を
傷
つ
け
、
老

こ
と
が
原
因
で
す
。
ま
た
、
が

ん
の
発
生
も
、
活
性
酸
素
の
多

い
状
態
が
休
内
で
続
き
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
傷
つ
け
ら
れ
る
た
め
と
考

鏡繋

罐

寸

∫
鞠
軒
纂

朽い場病気の原因となり

過
剰
な
活
性
酸
素
は
呼
吸
ば

か
り
で
は
な
く
、
薬
、
た
ば
こ
、

―

種

案

翼

３

の

よ
う
に
と
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
第
１
に
発
生
源
を
減
ら

す
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
食
に

お
い
て
は
、
食
品
添
加
物
や
農

薬
を
使

っ
て
な
い
食
品
、
す
な

わ
ち
自
然

・
天
然
の
も
の
を
で

き
る
だ
け
選
ぶ
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。

で
す
。
人
間
に
は
活
性
酸
素
を

消
去
す
る
能
力

（抗
酸
化
力
）

が
あ
り
ま
す
が
、
４０
歳
代
を
ビ

ー
ク
と
し
て
年
齢
と
と
も
に
弱

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
ス

ト
レ
ス
で
も
弱
ま
り
ま
す
。

抗
酸
化
食
品
は
、
β
カ
ロ
チ

ン

（ト
マ
ト
、
こ
ン
ジ
ン
な
ど

の
縁
黄
色
野
菜
、
ミ
カ
ン
、
と

ジ
キ
な
ど
）
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

（ゴ
マ
な
ど
）
、

続
黄
化
合
物

（
ニ
ン
ニ
ク
、
タ

活
性
酸
素
の
影
響

Ｑ
を瑯離摯味でっ章赫などんな影響

テス ア乳』暉「目 1_ 2005年秤嘘17年1劇 2硼 主曜日)

国』」」」塑」」

老
化
や
病
気
の
原
因
に

化
と
い
う
現
象
を
生
じ
さ
せ
ま

電性
酸
素
に
よ
リ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
酸
化
さ
れ
、
酸
化
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
変
化
し

て
、
動
脈
硬
化
を
引
き
趨
こ
す

心
身
の
ス
ト
レ
ス
、
過
度
の
運

動
、
過
剰
な
紫
外
線
、
放
射
線
、

大
気
汚
染
な
ど
に
よ
っ
て
増
え

ま
す
。
ま
た
食
品
に
含
ま
れ
る

添
加
物
や
農
薬
な
ど
も
、
活
性

酸
素
を
増
や
す
要
因
に
な
り
ま

ｔ

必
要
の
な
い
葉
は
使
わ
な
い
。

規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る

こ
と
で
す
。

第
２
に
、
体
に
入
っ
た
酸
化

物
質
を
早
く
排
出
す
る
、
す
な

わ
ち
便
通
を
整
え
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
は
水
溶
性
食
物
績

Я

勉

歓
喜
口あ
驚
船
壼
き
電

第
３
に
、
抗
酸
化
食
品
を
と

っ
て
抗
酸
化
力
を
高
め
る
こ
と

マ
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
）
、

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類

（大
豆
、

ゴ
マ
、緑
茶
、赤
フ
イ
ン
な
ど
）、

タ
ウ
リ
ン

（カ
キ
）
、
グ
ル
カ

ン
類

（サ
サ
、
キ
ノ
コ
な
ど
）

な
ど
が
あ
り
菫
蔦

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
サ
プ

リ
メ
ン
ト
も
効
果
的
で
す
。
我

々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は

「醸

酵
に
ん
に
く
」
を
開
発
し
、
そ

の
抗
酸
化
力
を
確
か
め
ま
し

た
。
体
の
中
の
活
性
酸
素
量
や

抗
醸
化
力
は
約
１５
分
で
測
定
で

番
慇
謝
面
外
■
難
寒
ガ
７
じ
ジ静

一

平
田
　
章
二
氏

東
京
医
科
歯
科
大
顎
顔
面
外
科
、
ド
イ
ツ
ケ
ル
ン
大
医
学
部

留
学
、
札
幌
医
大
口
腔
外
科
な
ど
を
経
て
２
０
０
３
年
、
札

幌
市
白
石
区
南
郷
通
７
に
開
院
。


